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あらまし 近年，Kurashiruや DELISH KITCHENなどのショートレシピ動画が普及している． これらのレシピ動

画は，短い時間で料理のポイントとなる場所を学ぶことができるため，多くの人々に利用されている．しかし，これ

らの動画は，ユーザが一度の閲覧のみで，全ての調理動作を理解することは困難である． また，これらのショートレ

シピ動画は，ユーザの料理の腕（料理レベル）が考慮されていないため，誰が観ても同じ動画しか閲覧することがで

きない． そこで，本研究では，既存のショートレシピ動画に含まれているテキストレシピから調理動作を抽出し，そ

れらの出現頻度から料理のジャンルごとに重み付けを行うことで，ユーザの料理レベル基づいた多様な補助レシピ情

報を抽出する． また，これらの手法によって抽出された補助レシピ情報をビデオタグクラウドというユーザインタ

フェースによって提示し，ユーザに補足を行う新たなシステムを提案する．
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1. は じ め に

近年，クックパッド（注1）や楽天レシピ（注2）などのユーザ投稿

型レシピサイトが普及している．これらのサイトは，無料で大

量のレシピが閲覧可能である他に，さまざまなユーザが作成し

たオリジナルのレシピなどを閲覧することが可能なサイトであ

る．また，携帯端末などの普及により，テキストレシピだけで

はなく，料理番組やショートレシピ動画などの映像を用いたレ

シピが普及しつつある． 料理番組では，プロの料理人による解

説をオープンキャプションなどで表示し，コメンテーターによ

るアドバイスなどを表示することで，視聴者の調理に対する理

解を容易にする工夫が見られる．これらの料理番組は，主に調

理工程の複雑な料理を取り扱うものが多いため，家庭で手軽に

作られるような料理を取り上げることは稀である．

一方，Kurashiruや DELISH KITCHENなどのショートレ

シピ動画では，料理番組で取り上げられるような料理と比較す

ると，調理が容易な料理が中心に取り上げられている． これら

の動画は，料理番組に付与されるような音声による解説は付与

されておらず，調理動作・使用する食材・解説などがオープン

キャプションで表示された，定点カメラ撮影による動画を 1分

程度に編集した映像となっている． そのため，ショートレシピ

動画の視聴者は短時間で料理の要点を概覧することが可能であ

る．それに加えて，これらのレシピ動画は，ノーカットの映像

が早送りで再生されているため，コロッケやハンバーグの具材

（注1）：https://cookpad.com/

（注2）：https://recipe.rakuten.co.jp/

などの途中生成物の様子を確認することができ，視聴者は直感

的に料理のコツを掴むことが可能である．しかし，このような

動画の視聴者は，一度動画を閲覧しただけで全ての調理動作を

理解することは困難である． また，これらのショートレシピ

動画は，料理が得意な視聴者と不得意な視聴者のどちらが閲覧

しても，表示される料理動画は同一のものである． また，料理

の経験者の中にも，「炒めもの」が得意な視聴者や，「煮込みも

の」が得意な視聴者など，視聴者の嗜好も考慮されていない．

我々は，過去にショートレシピ動画に含まれる「食材」や「調

理動作」の出現時間と出現頻度に基づいて分析を行った [1]．動

画内のコンテンツでは，主にそれぞれの出現頻度や使用頻度か

ら重みづけを行うことにより，ショートレシピ動画内で，「より

詳細に説明されるべき箇所」を判定する研究を行ってきた．ま

た，ショートレシピ動画に含まれている，「調理動作」の出現頻

度や出現時間から，シーンごとの難易度を判定・抽出し，レシ

ピ動画の難易度提供ショートレシピ動画に対する難易度抽出及

び，補助レシピ情報抽出のためのクエリ生成手法を提案した．

本研究では，既存のショートレシピ動画に含まれるテキストレ

シピから調理動作を抽出し，それらの出現頻度から料理のジャ

ンルごとに重み付けを行うことで，視聴者の料理レベルに基づ

いた多様な補助レシピ情報を抽出する．また，これらの手法に

よって抽出された補助レシピ情報をビデオタグクラウドと呼ば

れるユーザインタフェース上に提示し，補足情報の推薦を行う

システムを提案する.

2. 関 連 研 究

Wang ら [2] は，視聴者が閲覧中の映像コンテンツに各視聴



図 1 ビデオタグクラウドの画面遷移

者の興味や関心を反映させることができていない問題を解決す

るために，視聴者がどのレベルで映像コンテンツが含んでいる

興味・関心を反映させた映像をどの程度の詳細度で所望するか

を，シーンの話題性を X軸，編集した映像の長さを Y軸とし

た 2軸で分析した．その後，話題性と詳細度に基づく 4種類の

映像コンテンツの中から適切な映像を自動生成する手法の提案

行った．この研究は，視聴者の興味・関心に基づいて映像を生

成しているが，本研究では，ショートレシピ動画に含まれる調

理動作の重要度を分析することにより，視聴者の料理レベルに

基づいた補助レシピ情報を抽出するという点で差異がある．

秋口ら [3]は，料理番組をレシピ動画と定義し，映像内の「作

業種類の多さ」「調理動作の並列性」「編集意図（カメラワーク）

」の 3点の要素を抽出することで，レシピ動画の時間的特性に

基づいた難易度判定手法を提案した．料理動画の調理工程の複

雑性に注目する点において本研究と類似するが，本研究では，

料理番組ではなく，ショートレシピ動画をレシピ動画として用

い，動画内に含まれる調理動作の分析に基づき補足情報を推薦

するという点で異なる．牧野ら [4]は，学校教育において教材

として採用されている家庭科の教科書に出現する調理動作を抽

出し，客観的に調理動作の難易度を定義する研究を行った．ま

た，定義した難易度をもとに料理レシピの難易度を算出する手

法を提案している．この研究では，教科書に記載されている調

理動作から難易度判定を行っているが，本研究では，ショート

レシピ動画に出現する調理動作に重要度を付与し，補足情報を

抽出するという点で異なる．

蒯ら [5]は，料理番組をレシピ動画として定義し，映像に含

まれる調理動作のうち，繰り返し行われる動作を解析すること

で，調理動作の分類を行う手法を提案している．この研究は，

料理動画中の調理動作の分類を行う研究であるが，本研究では

ショートレシピ動画の調理動作から補足情報を抽出する点で異

なる. 大滝ら [6] は，料理レシピ動画に含まれる調理動作・器

具・食材の 3点に着目し，それぞれの出現回数や料理の移動回

数などを考慮し，調理にかかるコストを算出する手法を提案し

ている．本研究では，ショートレシピ動画を扱い，動画内に出

現する調理動作の出現頻度から重要度を算出する.

祖父江ら [7]は，ユーザが撮影した動画から特徴ベクトルを

抽出し，SNSに投稿される料理レシピ動画と形式の似た動画を

作成する要約動画システムを提案した．この研究は，料理動画

中の要素に注目し，特徴中抽出を行う点で本研究と類似するが，

本研究では，料理レシピ動画に対して補足動画を抽出し，ユー

ザインタフェース上に表示するシステムを提案するという点で

異なる．牛久ら [8]は，数十分程度の調理動画を Faster R-CNN

を用いて物体認識を行い，それらの認識結果からテンプレート

モデルを用いて，テキストレシピを自動生成する手法を提案し

た．この研究は，ショートレシピ動画からテキストレシピを自

動生成する研究である．本研究は，ショートレシピ動画から補

助レシピ情報を抽出するという点で異なる．

3. システム概要

本研究では，ユーザの料理レベルに基づく多様な補助レシピ

情報を提示するビデオタグクラウドという補足情報推薦システ

ムの提案を行う．ビデオタグクラウドによる画面の遷移は，図

1のように表示する．まず，ユーザの調理レベルを判定するた

めに，料理の経験者か否かを判定する．次に，ユーザの得意分

野を判定するため，得意な料理のジャンルを選択させる．そし

て，ユーザの料理レベルと得意分野の判定を行い，その結果に

基づく多様な補助レシピ情報を提示するビデオタグクラウドを

図 2に示す．インタフェースの左端に，既存のショートレシピ

動画を表示し，提案手法により抽出された補助レシピ動画をビ

デオタグクラウドとして表示する．このビデオタグクラウドで

は，各調理動作のサムネイル画像が難易度に沿って大きさが変

化しつつ，画面の中心に位置する調理動作から外に向かって難

易度が下がるように表示される．たとえば，カレーのレシピに

含まれる「みじん切り」が最も難しいと判定された場合，「みじ

ん切り」が画面の中心に配置され，その他の調理動作は，難易

度順に円を描くように配置され，サムネイルが縮小する．この

インタフェース上の表示により，ユーザは調理動作の難しさを

直感的に理解することができる．

A: メイン画面 ユーザに料理の経験の有無や得意なジャンル

を選択

B: メニュー選択 メニューを選択

C: ビデオタグクラウド 画面の左にレシピ動画，右にビデオタ

グクラウドによって補足する調理動作を表示

D: 補足レシピ動画 選択された調理動作を表示

4. 提 案 手 法

4. 1 調理動作の抽出

はじめに，ショートレシピ動画に含まれる調理動作の抽出を



　　

図 2 ビデオタグクラウド

　　

図 3 調理動作の辞書作成

行う．Kurashiruから選出した 100件のショートレシピ動画に

含まれるテキストレシピから，MeCabを用いて形態素解析を

行い，120種類の調理動作を抽出した．

4. 2 調理動作のルール作成

また，今回形態素解析によって調理動作には多数の表記揺れ

が確認された．例をあげると，「みじん切り」という調理動作で

は，「みじん」や「みじん切」など複数の表現で抽出される．こ

の抽出された表現を直接流用してしまうと，重要度判定を行う

際に，出現回数の精度に差異が生じてしまうため，これを解決

する必要がある．そこで，調理動作のデータを正規化するため

に，調理動作のルールを作成した．

こちらの図 3は，調理動作を正規化する際に使用したルール

の一部である．これらのルールに従って，正規化を行い，調理

動作の重要度判定に使用する．

4. 3 ジャンルに基づく重み付け

ショートレシピ動画に対する補助レシピ情報の抽出・表示を

行うために，補足する対象の調理動作を選定し，クエリとして

表 1 実験 1 の結果
野菜のかき揚げ

順位 調理動作 重要度

1 入れる 0.267

2 角切り 0.200

3 落とし 0.200

4 揚げる 0.087

5 敷く 0.087

6 そぎ切り 0.087

7 絡める 0.079

8 水気を切る 0.070

9 添える 0.070

10 まぶし 0.063

11 盛り付ける 0.057

12 油を切る 0.055

13 切る 0.055

14 混ぜる 0.052

15 熱し 0.050

閾値 0.331

ちくわの磯辺焼き

順位 調理動作 重要度

1 くぐらせる 0.192

2 入れる 0.170

3 斜め切り 0.167

4 下ろす 0.152

5 油をひく 0.134

6 敷く 0.132

7 添える 0.121

8 盛り付ける 0.099

9 混ぜる 0.096

10 焼く 0.094

11 熱する 0.094

閾値 0.151

生成する必要がある．そのため，動画に含まれる調理動作の中

から，補足情報が必要であると予想される動作を選出する．こ

の抽出では，ユーザの料理レベルや得意分野を考慮するために，

40件のレシピをジャンルごとに分類した．本研究では，「煮込

みもの」「炒めもの」「揚げもの」「◯◯焼き」「丼もの」の計 5種

類のジャンルに分類し, それぞれのジャンルごとに TF-iDF 法

による重み付けを行なった．重み付けの算出には以下の式（1）

を用いる．ここで，I は調理動作の重要度を，k はジャンルご

とに分類されたレシピ動画を，sは調理動作を，N はジャンル

ごとのレシピの集合を表す．

I(k, s) = TF (k, s) ∗ log N

(df(k) + 1)
(1)

4. 4 補足を行う調理動作の抽出

次に，重み付けの結果から閾値を設定し，補足すべき調理動

作の判定を行う．設定した閾値よりも低い数値の調理動作は，

「補足する必要がない調理動作」として除去する．一方，閾値よ

りも高い数値の調理動作は「補足する必要のある調理動作」と判

定される．また，本研究における閾値には，算出した TF-iDF

値を料理ごとに平均した値を閾値として使用した．この重み付

けと補足対象の判定に基づき，上位に出現する調理動作に対応

する補助レシピ動画を抽出するためのクエリとして扱い，この

クエリを用いてWeb上から補助レシピ動画をビデオタグクラ

ウドによって表示する．

5. 実験と結果

5. 1 調理動作の重要度判定の検証

本研究では，3種類の実験を行った．実験 1では，提案した

式による TF-iDF 値の算出をを 100件のレシピに対して行い，

重要だと考えられる調理動作抽出の検証を行った．また，実験

2では，それらの結果をジャンルごとに比較することで，ジャ

ンルごとのレシピの特徴抽出の検証を行った．また，実験 3で

は，10人のユーザに評価実験を行い，提案手法の有効性を検証

した.

5. 2 考 察

重み付けと閾値による「補足する必要のある調理動作」の判

定を行った実験 1の結果を表 1に示す．実験 1の結果，「盛り

付ける」「熱する」などの補足する必要がないと考えられる調理



表 2 実験 2 の結果
ミニマヨコーンピザ

順位 調理動作 重要度

1 薄切り 0.222

2 かける 0.189

3 敷く 0.178

4 散らす 0,178

5 切る 0,150

6 乗せる 0.136

7 盛り付ける 0.132

8 混ぜる 0.128

9 入れる 0.114

閾値 0.331

ミネストローネ

順位 調理動作 重要度

1 入れる 0.236

2 炒める 0.207

3 角切り 0.177

4 調える 0,140

5 輪切り 0.140

6 油を引く 0.123

7 熱し 0.112

8 薄切り 0.108

9 盛り付ける 0.104

10 煮る 0.091

閾値 0.151

表 3 実験 3 の結果
白菜と鶏肉の塩あんかけ丼

調理動作 重要度 評価値 (順位)

混ぜる 0.254 1(9 位)

角切り 0.152 3(2 位)

細切り 0.152 1.5(5 位)

止める 0.142 4(1 位)

閾値 0.132

鶏団子の味噌煮込み

調理動作 重要度 評価値 (順位)

入れる 0.236 1(5 位)

斜め切り 0.177 1(5 位)

丸める 0.177 2.5(2 位)

おろす 0.154 1.5(4 位)

閾値 0.144

動作を除去することができた．それに対して，「角切り」「斜め

切り」などの補足する必要のあると考えられる調理動作を上位

に抽出することができた．これらの結果から，簡単な調理動作

ほどレシピの中での出現頻度が多く，難しい調理動作ほど出現

頻度が少ないと考えられる．しかし，上位として選出された項

目の中に「入れる」「油を引く」などの補足する必要がないと考

えられる調理動作も抽出されたため，精度向上のために閾値の

設定や前処理の手法を今後の課題とする．

また，実験 2の結果を表 2，実験 3の結果を表 3に示した．

それぞれの結果をレシピごとに比較することで，料理のジャン

ルにおける特徴の抽出を行った．比較した結果，ミニマヨコー

ンピザなどの焼きもの系とミネストローネなどの煮込みもの系

を比較すると，揚げもの系では「薄切り」が上位に選出され，

それに対して，煮込みもの系であるミネストローネでは下位に

選出されていることが分かる．これらの差異から，揚げ物が得

意なユーザと比べて，炒め物が得意なユーザには「薄切り」に

関する情報をを補足するべきであると考えられる. 最後に，評

価実験では，提案手法による重要度判定結果とユーザ評価値を

比較した結果，角切りや丸めるなどは，一致するものの全体を

見ると良い結果は得ることができなかった．ユーザ評価では，

主に「丸める」「熱する」「揚げる」などの感覚的な表現の多い

調理動作がユーザにとって補足の需要があることが判明した．

6. お わ り に

本論文では，ショートレシピ動画のテキストレシピを用いて

重要度を算出し，閾値を設定することで補足するべき調理動作

を抽出する手法の提案を行った．また，抽出された情報から補

助レシピ動画をユーザに提供するユーザインタフェースを提案

した．

今後の課題は，抽出する調理動作の精度を上げるために詳細

な閾値を設定することである．これにより，視聴者の調理レベ

ルに対応できる幅を増やすことが可能になると考える．また，

提案したユーザインタフェースの有効性を示すために評価実験

を行う予定である．実験結果をもとに，より視聴者が調理動作

の理解を容易にさせるユーザインタフェースへの改良を目指す．
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